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の
そ
れ
ぞ
れ
に
及
ん
ア
ゐ
る
Ｉ
。

冰

　

な
ほ
本
書
巻
ぶ
に
は
附
錐
と
し
て
「
束
亜
在
付
芸
術
綜
脆
」
一

‘ 篇
心
’
‐

へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
總
長
と
な
ら
れ
る
ま
で
二
年
間
に
亘
り
綾
け

ら
れ
記
先
生
最
後
’
の
、
我
々
Ｑ
は
最
も
恩
出
深
い
講
義
の
草
稿
で
あ
ぶ
。

そ
れ
は
先
Ｅ
ｔ
の
廣
い
學
的
見
地
か
ら
、
そ
れ
ま
ｔ
の
軋
々
む
研
究
が
漢
約

大
狼
せ
ら
れ
記
も
の
で
あ
る
が
、
總
括
的
に
し
て
且
客
饌
的
な
ら
ん
事
を
、

期
せ
ら
れ
る
先
生
の
御
意
圖
が
こ
／
'
ｆ
'
は
け
よ
い
よ
う
か
ゞ
は
れ
、
、
支
那

古
代
。
の
彩
色
土
器
よ
り
玉
器
ご
銅
器
ヽ
そ
キ
タ
ダ
知
軋
ｒ
影
響
、
。
更
に
漢

代
の
彫
刻
檜
査
に
及
び
、
叉
佛
散
傅
末
前
後
の
美
術
に
閥
す
る
Ｉ
諸
章
は
本

戈
二
十
三
篇
の
諸
論
敦
を
補
ひ
、
’
そ
れ
ら
の
占
め
る
交
替
的
意
味
ｉ
ｉ
>
＼
｝
　
Ａ

に
益
々
明
か
と
な
・
る
次
第
で
あ
る
。

止

類
書
の
少
い
支
馮
古
代
美
術
に
づ
い
て
、
、
先
生
四
こ
の
御
盆
鵠
の
如
き

が
公
に
さ
れ
仁
事
は
’
後
學
に
と
っ
て
大
き
な
幸
ひ
で
あ
る
ど
云
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
岡
田
芳
三
郎
〕

　
　

支
那
佛
教
史
研
究

　

（
北
魏
篇
ご
塚
本
善
隆
著

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
十
月

　

。

　
　
　

弘
文
堂
書
房
斐
行

　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
、
５
刈
本
文
六
心
四
頁
索
引
二
八
頁

　

ｔ
價
拾
圖

　

昨
年
秋
、
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
支
那
佛
散
史
開
係
の
著
作
二
つ

が
學
界
に
提
供
さ
れ
ｔ
。
一
つ
は
ご
Ｓ
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
、
今
一

つ
は
山
晦
宏
氏
の
秀
作
「
支
那
中
世
俤
教
の
展
開
」
で
あ
る
。
後
者
に
就

て
も
、
い
づ
れ
紹
介
の
筆
を
と
ｈ
-
i
｡

佛
散
史
開
係
の
著
作
と
頗
る
お
も
む
き
を
異
に
し
て
ゐ
≪
?
こ
と
は
二
’
春
に

共
・
通
す
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
’
の
ま
Ｓ
斯
學
研
究
い
躍
進
を
窓
味

す
る
も
の
て
な
’
ヽ
て
は
な
ら
ぬ
。
ご
阿
し
て
、
支
那
佛
散
史
研
究
の
最
近
に
’

於
け
Ｋ
ｉ
'
急
速
な
迦
展
｀
は
ヽ
一
般
ｔ
學
の
潮
ぼ
に
印
し
て
、
一
般
史
へ
の
認

識
を
背
貳
’
Ｑ
貌
團
史
的
事
象
が
解
明
恥
れ
ヽ
。
体
せ
て
教
理
方
面
に
も
肇

皮
的
現
実
に
卯
し
た
研
究
が
逞
め
ら
。
れ
た
が
燧
め
に
外
な
ら
ぬ
。

　

｀
著
者
塚
本
氏
は
、
支
那
佛
散
史
」
折
究
の
か
う
し
た
受
展
過
程
に
あ
っ

て
、
釘
摯
な
學
的
態
変
と
鎗
敏
曹
期
畳
を
以
て
、
一
文
を
草
す
る
毎
に
。

　
　
　

χ

　

、
Ｊ

　
　
　

’

　
　

一
Ｉ
ｊ

必
や
新
分
野
を
開
知
し
、
斯
學
の
動
向
に
・
先
鞭
を
著
け
ら
れ
っ
ゝ
あ
る
。

　

さ
て
ヽ
本
書
は
。
氏
が
研
究
に
於
て
重
要
艦
分
ど
占
む
る
北
魏
佛
数
に
開

す
る
論
作
十
篇
を
集
め
北
も
口
、
う
ち
に
未
斐
表

　

篇
を
合
む
も
、
『
他
は

既
受
表
の
も
の
で
、
斯
學
研
究
の
敏
尾
に
附
く
筆
者
に
と
っ
て
は
ｙ
、
い
づ

れ
ｌ
再
讃
三
蹟
、
ま
て
多
く
の
示
唆
指
導
を
得
た
な
じ
み
深
い
諭
作
で
は

あ
る
が
、
か
う
し
て
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
新
な
學
的
馥
気
を
感
Ｊ
ｐ
-
f
O

。
や
切
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

（
一
）
「
魏
晋
佛
敬
の
展
開
一
…
…
序
誕
と
も
云
ふ
べ
き
一
物
、
・
支
那
の

佛
教
受
容
の
猿
相
を
受
展
的
過
程
に
於
て
把
撮
さ
れ
て
ゐ
る
。
卯
も
、
後

漢
の
紳
仙
方
術
的
佛
散
が
、
魏
や
時
代
古
典
の
學
を
生
命
と
す
る
貴
族
此

會
に
受
容
さ
れ
て
、
道
家
的
佛
数
・
格
義
的

れ
が
や
が
て
漢
族
盤
道
安
に
よ
っ
て
、
佛
散

　

す
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
本
然
の
立
場
へ
の
自
発
良
夜
ど
な
Ｉ
り
て
来
た
こ
と

　

を
、
西
方
か
ら
の
伯
教
諸
思
想
の
傅
入
と
睨
み
あ
は
せ
つ
ゝ
明
快
な
論
理

　

を
以
て
澄
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
北
魏
國
家
の
先
腹
た
る
五
胡
の
諸
閥
に
於
け

　
　

”

　

－

　
　
　
　

ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

´

、
る
問
題
が
、
充
分
諭
じ
ら
れ
で
ゐ
な
い
憾
み
は
あ
る
が
、
佛
教
の
展
開
を
。

　

支
那
思
想
・
支
暴
祀
會
の
潮
亀
に
合
し
て
把
蝉
せ
ん
と
す
名
筆
者
の
意
圖
。

　

は
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
ｂ
（
二
）
「
北
魏
建
國
時
代
の
佛
教
政
策
と
河
北
の

　

佛
数
」
…
…
ｆ
」
れ
よ
り
本
論
に
は
入
る
と
云
ふ
べ
く
、
文
中
、
’
胡
族
周
家
。

　
　
　
　
　
　
　
　

｀
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　

た
る
北
魏
が
北
支
那
に
勢
力
を
伸
張
し
行
く
線
に
指
う
て
、
同
ａ
内
の
佛

　
　
　
　
　

メ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
！
ダ

　

』
喝

　
　
　

―
ｊ
－
－

　
　
　
　
　

Ｓ

　

″
が
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政
が
隆
昌
に
な
っ
仁
こ
と
、
従
っ
て
太
織
太
宗
時
代
既
に
國
家
-
J
U
佛
数
と

の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
ち
こ
と
を
論
詮
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
著
者
が
云
ふ
佛

敦
改
策
は
、
既
に
存
す
る
佛
殺
或
は
佛
数
々
團
に
對
す
る
篤
政
者
の
打
つ

手
で
あ
っ
て
、
國
策
の
う
ち
に
躍
る
佛
数
の
役
割
は
、
比
較
的
に
等
閑
に

附
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
の
は
、
筆
者
の
見
謨
り
で
あ
ら
う
か
。
（
三
）
「
北

魏
太
武
帝
の
陵
佛
毀
祥
J
胡
族
国
家
た
る
北
魏
に
支
那
的
文
化
が
迎
出
し

て
ゆ
く
過
程
、
換
言
す
れ
ば
、
北
魏
國
家
の
良
化
し
行
く
過
程
に
於
け
る

’
出
来
事
と
し
て
、
太
武
帝
の
腹
佛
を
考
察
さ
れ
た
も
の
で
、
従
っ
て
か
ｓ

　

る
皺
鮎
よ
り
、
直
佛
の
主
謀
者
は
道
士
『
冦
謙
之
で
は
な
く
て
支
は
漢
人
宰

　

相
崔
浩
で
あ
る
と
論
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
筆
者
の
最
も
敬
服
す
る
と
こ
ろ

　

で
あ
る
が
、
胡
族
國
家
特
有
の
張
力
な
君
主
擢
の
制
旗
下
に
’
あ
る
佛
殺
炉
、

　

若
し
も
反
國
家
的
面
を
も
ち
、
又
は
も
っ
と
認
政
者
よ
り
認
め
ら
れ
仁
場

　

合
に
は
、
強
力
な
君
主
桃
は
直
ち
に
疲
動
さ
れ
て
、
弾
旗
の
餓
槌
が
下
る

　

の
は
富
然
で
あ
る
。
著
者
も
言
及
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
北
魏

　

の
庖
佛
を
考
察
す
る
時
、
か
う
七
尤
胡
族
國
家
の
性
桁
を
忘
れ
て
は
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　

４

　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　

ぬ
。
殊
に
同
時
代
江
南
漢
族
國
家
に
於
て
は
。
佛
教
が
國
家
的
制
約
外
に
｀

　

存
在
し
得
仁
こ
と
を
併
せ
考
へ
る
時
、
更
に
そ
の
感
を
深
く
す
る
。
（
四
）

　

「
沙
門
統
曇
曜
と
そ
の
時
代
」
…
…
ｆ
」
れ
新
妾
表
の
一
篇
、
太
武
帝
庭
佛

後
、
名
餌
松
曜
炉
沙
門
統
と
し
て
令
佛
殺
界
を
牛
耳
っ
て
ゐ
た
時
代
の
隆

昌
な
復
興
佛
教
が
、
文
明
皇
后
を
中
心
と
す
る
北
魏
同
家
の
絶
大
な
外
護

開
１
　
・
常
盤
雨
博
士
共
著
‐
「
支
那
文
化
史
蹟
」
第
一
輯
解
脱
の
批
評
で
、

考
謐
鹿
め
て
精
緻
、
北
魏
佛
教
に
造
詣
深
い
著
者
で
な
く
て
は
な
し
得
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
七
）
「
北
魏
の
佛
教
匪
」
…
…
北
魏
に
現
は
れ
た
佛

款
鹿
を
年
代
順
に
と
'
-
C
N
あ
げ
て
そ
の
性
桁
・
背
景
を
解
明
さ
れ
北
も
の
、

著
者
が
、
教
養
の
な
い
支
那
の
愚
民
祀
會
が
匪
賊
蜂
起
の
温
床
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
、
匪
賊
絶
滅
の
方
策
は
、
支
『
那
に
於
け
る
政
治
教
育
の
偏

頗
性
・
偏
在
性
・
固
定
性
を
導
い
た
所
謂
儒
家
流
経
督
を
逍
放
し
、
科
學

的
教
育
を
普
及
す
る
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
胸
の
ず
く
や
う

な
卓
見
で
あ
っ
て
、
篤
政
者
の
直
接
參
考
と
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。

（
八
）
「
支
那
在
家
佛
教
特
に
庶
民
佛
教
の
一
教
典
」
…
…
北
魏
に
田
来
社

侭
総
「
提
謂
波
利
総
」
を
素
材
と
し
て
支
那
庶
民
佛
教
が
道
数
的
佛
教
で

あ
っ
た
こ
と
を
論
断
さ
れ
た
も
の
。
（
九
）
「
龍
門
石
窟
に
現
れ
た
る
北
魏

佛
教
」
二
百
五
十
頁
に
互
る
努
作
、
洛
陽
剪
祁
時
代
の
北
魏
國
家
に
よ
っ

て
造
僣
さ
れ
た
龍
門
石
窟
の
琳
究
で
、
夥
七
い
造
像
記
・
石
窟
の
様
式
造

像
の
表
現
な
ど
、
多
種
多
様
な
材
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て
峰
納
的
に
論
を

進
め
、
北
魏
前
牛
峙
代
の
雲
尚
石
窟
が
「
拝
迦
ば
如
何
に
し
て
佛
に
な
っ

仁
か
」
を
現
し
て
ゐ
る
に
對
し
て
、
龍
門
石
窟
は
「
稀
迦
佛
は
何
を
脱
い

た
か
」
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
、
巧
妙
な
表
現
を
以
て
結
論
さ
れ
、

そ
し
て
、
そ
れ
は
や
が
て
支
那
佛
教
徒
の
如
何
に
す
れ
ば
救
は
れ
る
か
と

云
ふ
志
求
と
な
っ
で
ヽ
友
那
佛
教
諸
宗
派
特
に
浄
土
教
の
受
注
を
促
す
に

の
下
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
葺
摘
さ
れ
て
を
り
、
北
魏
が
永
遠
に
誇
る
佛

　

至
っ
た
と
、
鮮
か
に
諭
陣
を
張
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
十
）
「
支
那
浮
次
数
の
展

款
美
術
の
淵
叢
雲
尚
石
佛
の
襄
付
け
を
な
す
一
文
で
あ
る
。
（
五
）
「
北
魏
土
開
」
…
…
北
魏
末
に
出
七
曇
鸞
浄
土
数
の
史
的
意
味
を
究
明
さ
れ
た
も
佩
。

の
曾
祇
戸
佛
編
戸
」
…
…
北
魏
が
佛
数
々
團
に
輿
へ
た
物
的
保
護
、
換
言
∩

　
　

。
右
の
如
く
、
本
書
Ｋ
牧
め
ら
る
ｓ
十
篇
は
賞
は
夫
々
稿
立
し
た
論
作
で

す
れ
ば
ヽ
隆
昌
な
北
魏
佛
数
の
紺
済
的
基
礎
を
究
明
さ
れ
た
も
の
、
支
那
。
あ
る
が
、
然
も
す
べ
て
か
有
機
功
に
瞰
闘
ｒ
れ
て
を
り
ヽ
且
ほ
ゞ
年
代
的

佛
軟
紘
浹
涜
研
究
Ｕ
以
必
蓑
の
｛
篇
で
あ
名
。
（
六
）
「
雲
裁
三
則
」
…
…
。
・

　

に
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
紗
佛
巍
か
ｔ
的
薦
勧
が
灘
き
出
≪
;
れ
て
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i
Q
る
ぼ
に
″
り
で
な
く
、
旋
廻
方
面
加
ら
さ
て
は
佛
旋
の
奥
術
紅
済
祗
會
修

　
　
　

あ
ら
＆
る
部
門
に
互
っ
た
多
彩
さ
に
よ
っ
て
、
北
佛
破
散
の
全
貌
が
巧
み

　
　
　

に
表
昶
さ
れ
て
ゐ
て
、
著
者
の
非
凡
な
努
力
と
博
識
に
敬
意
を
表
せ
ざ
る

　
　
　

を
得
な
け
・
そ
し
て
、

‘
著
者
が
散
團
の
展
開
の
み
ｔ
＊
-
ら
や
ヽ
喘
数
々
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　

ｌ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
一

　
　
　

妾
展
を
１
｀
絶
え
ｔ
ｊ

　
　
　

め
っ
≒
鮮
か
に
把
握
さ
れ
て
行
ぐ
態
度
と
手
際
と
’
狐
は
爺
く
感
服
の
外

　
　
　

は
な
い
。
ひ
。
ら
た
く
云
っ
て
、
支
那
佛
散
史
研
究
の
學
徒
が
必
ず
出
資
ふ

　
　
　

最
大
の
問
題
は
、
散
１
　
史
と
数
理
史
と
を
如
何
に
有
機
的
に
結
び
つ
け
て

　
　
　

行
く
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
本
書
は
否
著
者
の
學
風
は
、
こ
れ
に
一

　
　
　

つ
の
’
解
答
を
輿
へ
ら
れ
た
も
の
で
ぃ
後
逞
の
學
徒
に
多
Ｉ
、
の
示
唆
を
輿
へ

　
　
　

ら
れ
る
も
の
そ
あ
る
こ
と
・
は
信
じ
て
疑
は
な
い
。

　
　
　

ｉ
な
ほ
、
筆
考
の
Ｉ
言
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
著
者
の
云
は
れ

　
　
　

る
如
く
、
北
魏
に
於
け
る
佛
散
の
あ
の
隆
盛
さ
は
、
佛
教
が
徊
家
か
ら
絶

　
　
　

大
な
保
護
を
受
け
た
ご
と
、
換
言
す
れ
ば
、
由
家
と
佛
散
と
が
完
全
に
Ｉ

　
　
　

致
し
た
こ
と
に
よ
る
社
勿
論
で
は
あ
る
が
、
他
の
一
面
か
ら
考
ふ
れ
ば
、

　
　
　

賞
は
胡
族
國
家
仁
る
北
魏
は
國
家
の
精
紳
的
紐
帯
と
し
て
、
佛
散
を
採
る

　
　
　

べ
く
性
格
づ
け
ら
れ
・
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
ｏ
卯
ぢ
、
。

　
　
　

胡
族
と
漢
族
と
の
合
作
に
な
る
胡
族
國
家
に
於
て
は
、
質
の
異
っ
仁
雨
種

　
　
　

の
‘民
業
を
結
ぶ
瀧
適
の
精
紳
的
’
紐
帯
は
、
支
那
に
登
生
し
脅
展
し
た
儒
芦
’

　
　
　

道
教
で
は
な
く
て
ぺ
世
界
的
性
格
を
も
っ
佛
散
で
あ
っ
た
こ
と
を
洞
察
す

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

Ｚ

　
　
　
　
　
　

を
Ｉ

　

Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｄ

　
　
　

’
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
’

　
　
　
　
　
　

｀
‐

　
　
　
　

と
も
か
･
J
"
、
本
書
が
支
那
佛
散
史
研
究
’
の
水
準
を
一
段
と
高
め
ら
れ
た

　
　
　

名
著
仁
る
こ
と
に
誰
も
鼻
糞
は
あ
る
ま
い
。
巻
末
に
附
。
さ
良
だ
精
細
な
地
’

　
　
　

圖
・
索
引
・
書
令
に
散
見
す
る
圖
版
は
叉
読
者
を
釜
す
る
と
こ
ろ
紗
く
な

５

　

ミ
い
心

　

｀
‘

　
　
　

～
万
’
¨

　
　
　

ニ

　
　
　
　
　
　

。
ご

　
　

〔
１
　
上
俊
静
〕

　
　
　

宋
代
茶
法
研
究
資
料

　

｀

　

佐
伯

　

富
著

　
　

‘

　
　
　
　
　
　

昭
和
十
六
年
十
月

　
　

東
方
文
化
研
究
蒼
妾
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
倍
ｉ
;
　
　
　
ｍ
-
j
K
l
こ
一
頁

　

本
文
九
〇
一
真

　
　
　
　
　
　
　
　

゛
定
價

　

拾
八
圓
～

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　

ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　

■

　

Ｓ

　

茶
法
の
研
究
と
言
へ
ば
、
文
人
趣
味
Ｊ
こ
連
恕
さ
れ
・
る
開
係
か
ら
、
こ
の

’
大
い
刄
る
時
代
に
於
下
は
、
、
諭
り
に
閑
事
業
で
あ
る
か
の
如
く
ヽ
に
考
へ
噫

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

。
然
し
中
國
に
於
い
て
は
、
現
在
に
於
い
て
も
茶
の
有
す
る
意
義
≪
!
ｉ
Ｒ

て
大
で
あ
っ
て
、
茶
商
と
か
茶
賊
と
か
ゞ
、
軍
に
紅
済
界
に
於
て
雄
飛
す

る
の
み
な
ら
す
、
政
治
上
１
　
會
上
或
は
文
化
上
に
於
で
も
重
要
な
る
役
割

を
演
じ
て
居
る
事
は
、
林
語
堂
や
巴
金
の
小
誕
に
よ
っ
て
だ
け
で
び
、
十

分
理
解
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
私
が
杭
州
に
放
し
仁
時
も
、
茶
賊
の
活
躍
の

故
に
、
龍
井
を
訪
れ
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
近
。
世
史
上
に
、
茶
貿
易
が

捲
き
起
し
た
波
瀾
は
、
言
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ
ら
う
。
’
少
し
誇
大
な
表
現

が
許
さ
れ
’
る
な
ら
ば
、
茶
法
を
除
外
し
て
中
國
を
聯
る
事
は
出
来
な
い
と

言
へ
よ
う
。
従
っ
て
本
書
が
、
軍
に
學
界
の
み
な
ら
す
、
廣
く
｀
現
代
の
文

化
界
に
着
ら
れ
た
事
は
、
慶
賀
に
堪
へ
ぬ
所
で
、
著
者
及
研
究
所
に
心
よ

’
｛
ソ
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

本
書
に
接
し
て
私
は
先
づ
こ
の
一
大
瓦
珊
‘
に
驚
か
Ｈ
ｂ
れ
記
の
で
あ
っ
I
　
)

が
、
然
も
頁
を
繰
っ
て
行
く
に
っ
れ
、
著
者
の
彿
は
れ
た
努
力
の
大
と
研

　
　

Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
ｒ
ｊ

　

”
、

　

゛

　
　
　
　
　

。

　

／

、
究
の
精
に
驚
嘆
し
、
今
更
乍
ぢ
東
方
文
化
研
究
所
の
篤
學
比
な
き
精
祁
に
Ｉ

打
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
唯
學
を
愛
す
る
事
の
み
を
喜
と
す
る
人
で
な
け

れ
ば
、
何
人
が
か
ぐ
の
如
き
、
’
茅
苦
の
多
い
、
’
‘
そ
し
て
地
味
な
研
究
を
、

完
成
す
る
事
が
ぼ
来
仁
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

’
。

　

・

｀

　

書
名
の
示
す
様
に
、
港
書
廠
資
料
集
で
あ
る
。
従
っ
て
簑
料
料
集
の
完
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